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まず始めに次のことを確認しておこう
.Point

どの文字について微分するのか,どの文字につ

いて積分するのかを常に意識すること.

例えば,υ =″2+3′ 2″ の場合,単に υ
′
とした

だけではどの文字について微分するのかわからない

ので答えようがあ りません.よ って,次のような表

記方法を導入 します。なお,″ と′は互いに無関係

とします。

υを〃で微分 する 一→ ″以外は定数扱い

υを ′で微分 する 一→ ι以外は定数扱い

定積分を考えるときは,次のことが重要になり

ます。

Point

積分の式の見た目にビビらず,式の意味を考え

て計算結果を予測すること. 'prt{')
3～

例えば,/(″ )を ″だけで表された関数とすると
,

/(″)α″=″ の式, /(′ )α′=ι の式

です。また,例えば,

です。/(″ )を ″で積分して,その ″のところに 1

や 0を 代入するんだから,結果が定数になるのは当

然のことです。また,さ らに

′″

J0
/(ι )αι=″ の式

ス、マをし1■■

も納得できるでしょう。ιの関数ノ(ι )を ιで積分

して,そ のιのところに″や 0を代入するからです .

一般に,α,わ を定数とするとき,
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積分についても同様で, どの文字について積分す

るのかによって答えが変わってきます .

υを ″で積分 する 一→ ″以外は定数扱い

fυα″==f(″ 2+3′ 2″
)α″==_キ″3+理_′ 2″ 2_十C
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びを ιで積分 する 一→ ι以外は定数扱い
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Jlα
/(″ )α″=定数, /(ι )α′=″ の式

う
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1ょ～1、  このように,どのょ宅|三
2、
いて懲ことなるュピD_ど

｀

の 字について積分するのかは に意識せねばな り
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ません。

Z″>注 「″ とιは互いに無関係」という条件はム

チヤクチャ重要で,こ れがないと上の計算は全くの

デタラメになります。じゃあ,″ とιに関係がある

場合はど―すんねんって話になりますがその場合は

数学 Ⅲ「合成関数の微分法」を利用する必要があり

ます.

´ i主 ″とすに関係があろうとなかろうとゴーイ

ンに一方の文字だけに注目して微分することを偏微
nク ′     ハク′

分といって大学で学習します。ちみとか
tテ

など
と表記 します。

となります.

これらのことltsュリピ連2■は蛮s,,式2応膝r
煮必費(式当喀υ2こζです。
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Z″>注 式を見て一瞬ギョッとしますが,落ち着い

て式の意味を考えてみよう.ま ずご∬とあるので
,

αを定数とみて″で積分せよということです.そ し

て積分した後,″ のところに1や 0を代入するのだ

か ら,結局 ,″ はな くな りαだけの式にな ります .

つまり,最終的にαの関数 とみて最大値を考えるわ

けです (だ から/(α)と 書いてあるのです).

□正憂∃1./(α)=
最大値を求めよ.
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/(′ )α′タイプの問題

先ほども述べたように
,

ります。なぜなら,

・積分の中身が ιだけの式 であること

。その関数を′で積分し,そ のιに定数 αやわを

代入するので,結果的に変数 ′がなくなること.

だからです.し たがって,次のことがポイント

です.
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υα
/(ι )αι=ス (定数)と おく. 力η

しit分 く

Atわけ

このことを踏まえて,次の問題を考えてみよう

いずれもとても重要な問題です。

田正醒∃2.次の (1)～ (4)の等式を満たす関

数 /(″ )を求めよ.
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きなりすぎてさっぱり分からないと

思いますが,ま ずは式の意味を考えてみよう。ま
′。R

ず
JO/(′ )αιは定塾です.よ って,これを■と

お くと,も との関係式から/(″)=″ +ス となり

ます。

問題は「/(″)を 求めよ」ですが,ノ (″)は
「/(″)=″ +4」 というように,こ の時点で,lJ:

E進襲苺衣案しています。あとは定理二42:鯉並 り
ヽ

4

盤鮭lL._■し:と」蛋,こ:≧に奥定します。よって,こ の

問題は「/(″ )を求めよ」ですが,実質的に,「定数
■ の値を求めよ」という問題になったわけです.で

は,どのようにして定数 ス を求めるのでしょうか。
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JO/(′ )ご′は定数なので,これを■とおくと,

/(″)=″ +■ となる。よって
,

| √(′ )αι=五
JO ン ｀´
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より,②
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ι +Aと して①に代入すると,
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珍・注 式 ① ,② を連立方程式だと思 って くださ

い。連立方程式の解法は加減法 と代入法があったか

と思いますが,今回は代入法を使ったわけです.し

かし,② をそのまま① に代入することはできませ

の″を′に してからん . に 入 し

ことがポイントです。
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匡区亜]今度は,Jl{2″ 一 /(ι )}α′=■ とはお

けません.積分の中身が ′だけの式ではないため ,

定数にはならないからです (最終的に″の式にな り

ます).よ って,適度 に計算 を進めて,置 き換えが

できる形にもっていくことです .
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J1/(′ )αιは定数なので,こ れを4ζ おsと ,

ノ(″)=4″ ―■となる。よって,

J1/(′ )α′=ス ・…①
/(″)=4∬ ―■ ・・・②

「
ヽ

t

②より, =4′ ― ■ として ① に代入すると,(′
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みヽ

一
９で16

3

■

Z″>注 式 (※ )ま で くれば,先 ほどの (1)と 全 く

同じですね .

(3) f (r): ,'- [o' rf (t) d,t+2
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度は2箇所に定積分がありますが,早
n,

合点してJO″/(′ )α′=Aなどと置かないよう
ハ,

に。JO″/(υ α′は定数ではありません(″ の式
です)。  にう t7ざ :す o式 Z″ la'み かヽS2・
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前間同様 に,置 き換 えが出来 る形に少 し変形 し
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JO/(ι )α′,JO/(′)αιは定数なので,これらを
■,3とぉくと,ノ (″)=″2_ス″+23となる。

よって ,
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ノ(″)=″2_■″+2B ・‥③

(′)=ι2__■′+23と して①②に代入.
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これ ら五 とBの連立方程式を解いて
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これまでと同様に,置き換えが出来る形に少し変

形します.
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JO/(′ )α′,JO′ /(ι )αιは定数なので,これら
を■,3と おくと,/(″)=1+4″ 一Bと なる.

よって ,
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Jα
/(′ )αιタイプの問題

最初に述べたように,Jα /(′ )αιは″の式にな
ります.定数ではないので =_4な どとは絶対に置

けません.ま ずは具定例で性質を検証してみよう。
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実際に積分計算してみよう。
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さて,(※ )のた辺を″で微分すると
,
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となり,も との「積分の中身のιの式」の′が″に

置き換わっただけになっています。つまり,

″

)
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次に,(※ )の (右辺)に ″=1を代入すると,
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しかし,(※ )の (左 辺)を 見れば計算 しなくても

0に なることは明らかです.なぜなら,(左辺)に
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以上をまとめると一般的に次のことが分か り

ます.

.Poi
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珍注①は「″の関数
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/(ι )α′を″で微分し
たら/(″ )になる」,つ まり「積分の中身のιの式
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F′ (″)=ノ (″)も 成立します。あくまでも「そ

の文字に関 して形式的に微分 している」 と解釈すれ
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□Ⅲ醒∋3.次の等式を満たす関数/(″ )と定

数 αを求めよ.
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ヒヱ五」何度も言いますが,Jα /(′ )ごιは定数
ではないので ■ などと置いてはいけません
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もとの式の両辺の ″に αを代入すると,
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/(′ )夕 ==0よ り,α2+2α -3==0

(α +3)(α -1)=0よ り,α =-3,1

珍注 章の
Jα

ノ(ι )αιタイプとは解法が全く
違います.驚 くほど簡単です。注意すべきことは
ρι             ρ″

tノ
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/(′ )務 タイプと
Jα

/(ι )″ タイプが混在し
て登場したときに,ち ゃんと区別できるかどうかで

す.し っかりと意味を考えて区別してください。

%のけ (ヽ1ら

磁I■ 4.■
弔

'ひ

・`よ、■43!|
■

(


